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9 【施工における　課題・問題点　等】

〇本工事は河道掘削、土砂運搬が主な作業である。そこで以下の課題が見つかった。

①大型ダンプトラックを数十台使用する中で各車両の最大積載量が違うことから見た目、

積込回数による積載量の把握が難しく、積載不足など作業効率が低下することが考えられた。

②大型ダンプトラックの運行について運搬先まで片道約40kmと距離があり、

交通違反、交通事故が起こった場合に迅速な対応が取れない可能性が考えられた。

10 【実　施　内　容】

〇　課題を解決するために以下の内容を実施した。

①積載管理と過積載防止対策として、掘削した土の重量を確認できる

スマートコンストラクションレトロフィットペイロードメータを活用した。

②大型ダンプトラックの運行管理として、PCおよびスマートフォンで工事車両の動態管理が

行えるスマートコンストラクションフリートを活用した。

11 【実　施　結　果】

①ペイロードメータによる過積載防止対策

　積込バックホウ内のタブレットで簡単に積載量の目安が確認でき、積込回数やOPの感覚よりも

正確に積載を管理でき、現場の生産性向上が見込め、過積載も未然に防ぐことができた。

また、積込実績の集計も容易であった。

②運行管理システム　スマートコンストラクションフリートの活用

　ペイロード搭載積込バックホウと連携することで車両の接近をリアルタイムに把握

できるため、作業ロスの少ないタイムリーな作業が可能となり、施工性の向上が図れた。

運行経路で事故が発生し通行止めになった際、PCですぐに車両位置を確認し音声読上機能を

使用して運行経路の変更を各車両に伝え、迅速に対応することができた。

また、その他周知・連絡事項の通知も容易に行えた。
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【実　施　内　容　等】

①ペイロードメータによる過積載防止対策

②運行管理システム　スマートコンストラクションフリートの活用

主に活用した項目

・PC・タブレット上で車両位置情報の管理

・運行ルート、速度順守、貸与スマホからの車載映像の確認

・ペイロードとの連携による積込実績の確認
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